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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年4月30日(2010.4.30)

【公開番号】特開2008-233177(P2008-233177A)
【公開日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2008-039
【出願番号】特願2007-68482(P2007-68482)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   7/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３０４Ｂ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３５０Ｚ
   Ｈ０５Ｋ   7/20    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月11日(2010.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する画像表示パネルと、該画像表示パネルの背面に位置する背面カバーとを
有する画像表示装置において、
　前記背面カバーは、所定間隔で設けられた複数の開口した通気孔を有する第１孔群が設
けられた板状部材の表層カバー部と、所定間隔で設けられた複数の開口した通気孔を有す
る第２孔群が設けられた板状部材の裏層カバー部とから成る二層構造を有し、
　前記表層カバー部及び前記裏層カバー部は、同一の板状部材の前記第１孔群が設けられ
た領域と前記第２孔群が設けられた領域との間を折り返すことにより一体形成され、前記
表層カバー部と前記裏層カバー部とが所定間隔を有する二層構造であり、
　前記表層カバー部に設けられた前記第１孔群の通気孔の開口面積は、前記裏層カバー部
に設けられた前記第２孔群の通気孔の開口面積以上であり、
　前記表層カバー部に設けられた前記第１孔群の通気孔、及び前記裏層カバー部に設けら
れた前記第２孔群の通気孔の少なくとも一部は、前記表層カバー部及び前記裏層カバー部
を貫通しない位置に設けられていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記表層カバー部の第１孔群における複数の通気孔の総開口面積は、前記裏層カバー部
の第２孔群における複数の通気孔の総開口面積より大きいことを特徴とする請求項１に記
載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記第１孔群の通気孔は所定の長さの長孔であり、前記第２孔群の通気孔は所定の直径
の円孔であることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記第１孔群の通気孔と前記第２孔群の通気孔とは同じ形状であり、前記第１孔群の通
気孔と前記２孔群の通気孔とが、前記表層カバー部又は前記裏層カバー部に対して垂直方
向に重ならない位置に設けられていることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像表示
装置。
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【請求項５】
　前記第２孔群の通気孔の周縁部は、前記表層カバー部に向かって突出していることを特
徴とする請求項１乃至４に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記背面カバーは、前記画像表示装置の上面部、底面部、背面部及び側面部で構成され
、
　前記表層カバー部と前記裏層カバー部とから成る前記二層構造は、前記背面カバーの上
面部に設けられていることを特徴とする請求項１乃至５に記載の画像表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像表示装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の目的は、通気能力を維持しつつ画像表示装置内部への異物混入を防止すると共
に、コストアップを最小限に抑えることができ、加えて外観デザインの自由度を増大する
ことができる画像表示装置を提供することにある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記目的を達成するために、本発明は、画像を表示する画像表示パネルと、該画像表示
パネルの背面に位置する背面カバーとを有する画像表示装置において、前記背面カバーは
、所定間隔で設けられた複数の開口した通気孔を有する第１孔群が設けられた板状部材の
表層カバー部と、所定間隔で設けられた複数の開口した通気孔を有する第２孔群が設けら
れた板状部材の裏層カバー部とから成る二層構造を有し、前記表層カバー部及び前記裏層
カバー部は、同一の板状部材の前記第１孔群が設けられた領域と前記第２孔群が設けられ
た領域との間を折り返すことにより一体形成され、前記表層カバー部と前記裏層カバー部
とが所定間隔を有する二層構造であり、前記表層カバー部に設けられた前記第１孔群の通
気孔の開口面積は、前記裏層カバー部に設けられた前記第２孔群の通気孔の開口面積以上
であり、前記表層カバー部に設けられた前記第１孔群の通気孔、及び前記裏層カバー部に
設けられた前記第２孔群の通気孔の少なくとも一部は、前記表層カバー部及び前記裏層カ
バー部を貫通しない位置に設けられていることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明によれば、通気能力を維持しつつ画像表示装置内部への異物混入を防止すると共
に、コストアップを最小限に抑えることができ、加えて外観デザインの自由度を増大する
ことができる。


	header
	written-amendment

